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この調査は，昭和51年以来， 111 国 王~，跡の 3 次にわたる!lll，j査で解決できなかった回廊東凶規模

および寺域東|浪を明らかにするために，金堂と塔跡の東方において実施した。調査の結果，倒

機した東回廊そのものを検出すると共に，寺域の規模について，新たな知見を得た。

回廊 検出した部分は東回廊の北端から 6~8 闘目 (北訪，1査区) と 15 ・ 16 間目 (南淵貨区) にあ

たる。回廊は土問床の単廊で，基町は花i品岩風化土の地山l百iを』在地 した後に版築している。

舵石はtl~壇築成途中で抑えており，次いで上回までの版築を行・な っ ている。 21~垣縁には花Ik~岩

自然、石を立て提べて化粧とする。 ;iMt;:の日さは礎石上川まで約 60cmであり ，'隔は 6.4mに1M

原できる。 礎石は花刷岩製で一辺約 65c Il1 の方肢の上に上町径 42cI11 の辿~WI七を造り LU してし、

る。柱I:.lJ寸法は桁行3.78m Ci:';jl1¥1尺10.5尺)等!日lで，梁行も同長であることが判明した。建物は

凶 (内)側柱列をl火放しとし，束 (外)O!IトIJ列を I~'I ざしている。 Illifl!llへ倒決 したため， iJ;J丘上

こ東側主主ダIJ の柱問装iEが伏せた状態で' IHヰーした。 !j:.'i'に問調査þ(では辿了.;容が組まれた状態で~

るなど，ii)j水守2に恵まれj立存状態がμ好ーであった。建築f制オの上には多品の毘恨TL.，がJiUllし，

161m回東端で・は!ド|ー瓦が並んだ状態を{沿って川土した。これらを'rX1う土には111":紀前'j'-f¥::のこlニ加

が合まれており，こJLに先行する近いH与WJの凶tlJ裂が考えられる。

検出した建築部材にはH・地政.JJ~~t.!.k ・ JJ別交 1" 11 .辿(-窓.WjJ't・巻よ1.・ぽ小舛があり ，1'1 

土で上塗りした壁土も成る。i'iilM・の卜:¥'j極al千1をまとするが，H2本は共に仰であった。位・ブj

立の一1mには，;i在位に衝着していた下lóiに赤色l1JlHが残 っ ていた。 ÆJ・窓は力立 ・宏、tl~ と 20"f~
れんじ ζ

の連子ヲで織成され，位IMJを3等分する 2本の京がJJ刻討中を受けている。1611-¥J1::1では当初jの辿

子子が政き去られ土壁に改作されていた。

寺城東辺の遺構 北調査区の凶Jfis以京では、7

|止紀から15世紀に至るH与WJのilit，Wを検山し

たo :íì IJ 主gll~j の整地は平坦1ft\か らさらに点へ延 ("

び，束。!IJの山府斜面をtJP立状に造成している

(S X510・525)。釧jHの裾には寺域京辺部の

2&'降水路として京掘りの南北部 S0530を設

けるが，7世紀後半には石kUl，¥'i・S0531に('1

り変えている。南北!JJ{，S A500は寺域'1コ火の e

3/1.担J也京辺を匝lす妨!立本1:加で，キUIiJは2.38m

に復原される。石組桝 SD531は8世紀1/'91ご

に足f!.没し， この側石をj裂して SA500と伯.うど

する都i立紅東jJ.g!if{:S A505が作られた。その ILI 111 ~，; ，i¥'，J lf. (立 i泣 |当l



山田寺東回Jaiif何調査区i立INi図

位憶はほぼ金主心に一致し，寺域東辺地区を南北に二分した施設と考えられる。

平安H寺代には瓦敷逃椛 SX535 が作られた。 瓦は閑居!を含みながら 3 ~4 層にわたって~泣か

れ，基底部幅約 5m，高さ O.5mの土塁状の高まり となって残る。 SA500を踏襲する位置に

あるが，これに区画の施設を構築した痕跡はなく ，遺構の性格については今後の調査に委ねた

L 、。その他このH刺切の遺構には，掘立柱建物SB501・南北締SD552などがある。

遺物 抑出仏・木簡・土器 ・ 施刷陶器・ 金属製品 (鮒l金具 . ~:釘など) ・ 銭貨(神功凶宝)・木製品

(111，物・桧粛など)・土製品(陶脱・土馬)などの他に多量の瓦が出土した。

抑出仏2種3点は共に小型の独尊如来座像で， 111田守出土の十二尊連座埼仏と同じ様式であ

ることから塔あるいは金堂の創建|時に遡るものと思われる。 1点、は縦6.8cm，横 4.4cm，2点

は縦 3.15cm~3 .75cm，般 1. 75cm ~ 1. 8cmである。木簡は縦二行に 「口口寺J r経論司」と

記した題鍛などがある。瓦には多jii;の丸 ・平瓦と軒瓦の他に垂水先瓦 ・蓮務紋鬼板}十 ・叫尾片

がある。lf瓦はほとんどが山111寺式である。軒平瓦でーは巴l聞の顎近くに，十八，jll'-など番付
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川 H何十

日 1Sm
ト...-r-r-rー寸 ， 

Jl-l 1:1 1寺京図的l北訓読区j立構凶

を朱書したものが，瓦1泣泣椛 SX535の凹l)!Ilを中心に山土している。

まとめ 東田JuTsを検出 した今回の調査成裂と， 北回JIifiLIJ央郎を検山 した 2・3次調fiの此栄に

より，凶廊京r!!3規模は2211.1](84.24m)であるこ とが切JIうかとなった。造也・)"<!..は市郎尺 cl尺=

0.3ωm)を用L、た可能性が強 く，北町iはrj，:*21品lが 12尺等1:¥]，11也は 10.5尺等1:1]，京而は各II¥J

10.5尺等間となる。これに基づいて2次調査で検出した金主遺構を再検討した結果， やはり，::)

鹿尺で説明 し得る こ とが判った。回廊のill立 1I~i'JUlについては追物の上から限定できなかった

が，蓮務座随石の使用や造営尺の一致から 643年の金堂建立11寺 (F上官虫色t怯王干i'i説.1)からほど

速からぬi時期である と考えられる。手'J'域，~，央 í~1の平坦地:EU辺を画する抑立*J:南北堺 SA500 は

伽Iflf.，*，ij4ht忠から唐尺 200尺京の位置にあり，組:間寸法も唐尺8尺にあたる。したがって，Jg尺

cl尺=0.298111) を造営尺とする誹設と共にやや遅れて拙策されたものと忠われる。 なお1I{1和

53年に都立北方 ( 111 凹 ~Î' iìI，'，1ヨ町立iE図のA地，'，'，0 で SA500と煩似の位1f.HJr~が俄認されており， 北聞

を画する施設であった可能性がある。

回廊建物は伺~J.î~ してなおそのままの盗を現代まで間めており ， 71止紀中頃の寺院長l!~裂の上部

椛造を知る大きな手懸りとなった。位間寸法や胴張りのある柱を用いるこ となど，法隆母叫守'J'四Ilf，院F涜己

回廊と1蹴説似するが，剥粍相~I活違1今点も多L 、、。 次に主要な相i迎主ι，点』

E 短い。2 長押は腰長宇折抑11めのみで内法長J収判抑11'ドl切カが1なし、。3 1]版l阪袋創1長モ手拘抑!ドiの位i置置が高く j述~主l主J子窓の有効F市高号奇i さが i低

い。4 窓窓、J枠4キE凹凹|仰削刑判iを留仕口とする。5 述子子が太く採光而も町杭'1が小さL、、。これらのことから111田

守の回廊は法隆寺西院の回廊と較べて!Jx.が低<， 杭間の IU'l鎖性が比'j[交的強t~ 、ものであったとい

える。なおliJU'l以下の前h泌を除いては，巻斗2(闘が山土したにすぎず，組物・ 小屋材等につい

ては調査区外西側に接する道路下にj立存するものと予想される。

以上， 今回の調査では 回廊建物それ自体を発見する機会に恵まれ予JUJ以上の成栄をあげた

が， I!'!I廊南北規t~や苛2域の lì{li定， 西方に予想される四郎建物t'ffl~~・の椛訟， 回廊文l!立後の改修の

経*llt，倒J.î~要閣の解明なと.今後の調子tにfl うべき ，1，1λ も少なくな L 、。 Wí"7j( J'J;ー)
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